
評
価
の
文
章
を
中
心
に
出
典
を
考
え
、
小
島
憲
之

氏
の
出
典
論
で
も
な
お
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分

が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
、
類
書
と
し
て
修
文
殿
御

覧
の
利
用
を
推
測
し
て
い
る
。

日
本
書
紀
に
つ
い
て
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学

大
系
が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ
を
使
っ
て
歴
史
も
文
学

も
わ
か
っ
た
気
に
な
っ
て
研
究
し
て
い
る
が
、
そ

れ
自
体
、
と
く
に
成
立
過
程
や
編
纂
上
の
問
題
な

ど
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
気
に
と
め
な
い
状
況
に
あ

る
。
と
く
に
出
典
研
究
に
つ
い
て
、
「
漢
語
の
熟

語
の
歴
史
が
明
瞭
で
は
な
く
、
唐
代
の
基
本
的
語

彙
の
調
査
等
は
何
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
」
、
「
漢
語

に
関
す
る
知
識
が
不
足
し
て
い
る
事
が
痛
感
さ
れ

る
」
と
著
者
に
言
わ
れ
る
と
、
た
だ
恥
入
る
だ
け

で
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
検
索
は
便
利
に

な
っ
て
も
、
学
問
は
そ
れ
に
よ
っ
て
進
歩
は
し
な

い
の
だ
ろ
う
。
著
者
ほ
ど
の
博
識
は
絶
後
と
し
て

も
、
文
学
語
学
と
交
流
し
て
古
典
研
究
を
進
め
る

努
力
が
必
要
で
あ
る
。
本
書
未
収
録
だ
が
、
著
者

に
は
用
字
法
か
ら
各
巻
の
成
立
を
考
察
し
た
「
日

本
書
紀
各
巻
の
成
立
と
助
字
法
」
　
「
日
本
書
紀
の

文
体
論
に
つ
い
て
」
　
(
『
史
学
雑
誌
』
六
三
-
二
、

六
、
一
九
五
四
年
)
　
が
あ
る
。
ま
た
教
育
社
歴
史

新
書
に
『
日
本
書
紀
』
　
(
一
九
七
九
年
)
　
が
あ
り
、

「
成
立
過
程
の
問
題
点
を
素
描
し
た
も
の
で
、
日

本
書
紀
を
読
む
に
あ
た
っ
て
こ
れ
だ
け
は
心
得
て

お
い
て
ほ
し
い
こ
と
を
の
べ
た
も
の
で
」
、
「
古
典

研
究
の
基
礎
作
業
で
…
…
こ
れ
な
く
し
て
は
研
究

は
い
い
加
減
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と
述
べ

て
い
る
。
一
読
さ
れ
る
こ
と
を
す
す
め
た
い
。

評
者
の
能
力
不
足
か
ら
紹
介
が
書
け
な
い
で
い

る
う
ち
に
、
′
著
者
の
計
音
に
接
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
五
月
七
日
、
享
年
八
十
。
お
詫
び
と
と
も
に
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。
な
お
著
者
の
『
日

本
古
代
史
致
』
(
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
)
に
つ

い
て
書
評
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
　
(
『
史
学

雑
誌
』
九
九
-
四
)
、
あ
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
お
お
っ
・
と
お
る
　
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
助
教
授
)

(
A
5
判
、
三
二
八
ペ
ー
ジ
、
五
六
〇
〇
円
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
九
二
ハ
刊
)

丸
山
幸
彦
著

『
古
代
東
大
寺
庄
園
の
研
究
』

西
別
府
　
元
日

102

日
本
の
古
代
史
研
究
は
、
既
存
の
研
究
体
系
か

ら
脱
却
し
て
、
地
域
の
視
座
に
た
っ
た
古
代
地
域

史
研
究
の
方
法
を
鍛
え
、
そ
の
可
能
性
を
切
り
開

い
て
い
く
主
体
性
を
有
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問

い
か
け
に
対
し
、
肯
定
的
な
解
答
を
だ
す
基
盤
と

な
る
、
具
体
的
か
つ
力
強
い
研
究
成
果
を
ま
た
ひ

と
つ
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、
丸
山

幸
彦
氏
の
新
著
『
古
代
東
大
寺
庄
園
の
研
究
」
　
で

あ
る
。本

書
は
、
氏
が
一
九
六
七
年
以
来
公
表
さ
れ
て

き
た
一
七
本
の
論
文
に
新
稿
を
加
え
、
東
大
寺
領

を
素
材
に
「
八
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
に
至
る
王
臣

家
・
寺
社
な
ど
の
大
土
地
所
有
の
巨
視
的
な
流
れ

を
」
.
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
視
角
か
ら
、
四
部
一

一
章
・
余
論
に
再
構
成
さ
れ
た
大
部
の
労
作
で
あ

る
。
各
章
末
に
は
、
懇
切
丁
寧
な
ま
と
め
が
付
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
筆
者
の
問
題
関
心

に
従
っ
た
簡
単
な
概
要
と
若
干
の
感
想
を
述
べ
、

tosho-seibi-repo
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日
ご
ろ
著
者
の
学
恩
に
浴
し
て
い
る
後
学
の
務
め

を
は
た
し
た
い
。
・

序
論
で
は
、
東
大
寺
荘
園
を
地
域
別
・
時
系
列

別
に
整
理
し
、
「
第
一
部
　
北
陸
に
お
け
る
東
大

寺
庄
園
群
の
展
開
」
　
「
第
二
部
　
琅
内
・
中
国
地

域
に
お
け
る
東
大
寺
庄
園
群
」
「
第
三
部
　
阿
波

国
新
島
庄
の
成
立
と
そ
の
変
遷
」
「
第
四
部
一

〇
世
紀
の
東
大
寺
庄
園
」
　
の
四
部
に
編
成
さ
れ
た

意
図
が
、
各
章
の
論
点
を
簡
潔
に
整
理
し
な
が
ら

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
本
書
を
読
む
う
え
で
の
水
先

案
内
的
論
述
と
な
っ
て
い
る
。

古
代
東
大
寺
領
荘
園
は
、
天
平
感
宝
(
勝
宝
)

元
年
四
月
詔
に
も
と
づ
い
て
占
点
地
、
立
券
が
行

わ
れ
た
が
、
東
大
寺
に
よ
る
占
点
地
・
開
発
・
経

営
と
、
地
域
に
お
け
る
既
存
の
開
発
・
農
業
経
営

と
の
関
係
を
考
察
さ
れ
た
の
が
第
一
部
の
三
幸
で

あ
る
。
第
一
章
「
越
前
∴
越
中
・
伊
賀
に
お
け
る

東
大
寺
庄
園
の
展
開
」
　
で
は
、
東
大
寺
に
よ
る
天

平
神
護
年
間
の
寺
田
回
復
運
動
関
係
の
史
料
を
中

心
に
、
占
点
地
以
前
の
在
地
の
開
発
状
況
を
確
認

さ
れ
、
越
前
・
越
中
・
伊
賀
で
は
、
既
存
の
開
発

や
点
地
・
獲
得
方
式
に
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
が
地

域
農
民
と
の
矛
盾
・
確
執
、
回
復
運
動
の
方
向
を

規
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

土
地
占
点
に
よ
る
矛
盾
の
形
成
は
、
第
二
章

「
越
前
平
野
の
村
と
道
守
庄
」
　
で
よ
り
具
体
的
に

考
察
さ
れ
る
。
こ
の
章
で
は
中
国
雲
南
省
倦
族
の

事
例
を
も
と
に
、
生
活
の
基
礎
単
位
を
こ
え
た
豪

族
・
農
民
の
「
入
混
り
」
的
な
開
発
田
地
群
と
し

て
の
「
柑
」
の
形
成
を
想
定
さ
れ
、
「
村
」
を
含
み

こ
む
形
で
占
点
が
実
施
さ
れ
た
た
め
、
東
大
寺
と

「
村
」
と
の
間
に
矛
盾
・
確
執
が
生
じ
た
と
さ
れ

る
。
か
く
し
て
成
立
し
た
荘
の
経
営
を
考
察
さ
れ

た
の
が
第
三
章
「
越
前
諸
庄
園
の
経
営
」
で
あ
る
。

荘
園
経
営
の
基
本
史
料
と
さ
れ
て
き
た
「
桑
原
庄

券
」
　
に
は
、
開
発
・
経
営
に
お
け
る
農
民
の
組
織

化
は
直
接
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
諸
荘
園
は

営
稲
と
み
な
し
う
る
大
量
の
荘
内
留
保
稲
に
よ
っ

て
実
態
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
越
前
に

お
け
る
荘
経
営
を
営
田
経
営
の
一
形
態
と
考
え
る

べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

以
上
、
第
一
部
は
初
期
荘
園
の
典
型
と
さ
れ
る

北
陸
荘
園
群
の
分
析
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
特
定

の
時
点
の
特
定
の
地
域
の
あ
り
方
に
の
み
限
定
し

て
」
そ
の
特
質
を
論
じ
て
き
た
従
来
の
研
究
を
止

揚
し
、
北
陸
荘
園
を
相
対
化
し
て
、
よ
り
多
面
的

に
荘
園
を
把
担
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
る
。

著
者
の
古
代
荘
園
論
は
、
第
二
部
・
第
三
部
に
お

け
る
畿
内
・
中
国
・
四
国
の
荘
・
荘
所
分
析
と
あ

い
ま
っ
て
、
一
層
そ
の
学
問
的
価
値
を
た
か
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
、
山
崎
所
・
水
無
瀬

荘
の
よ
う
に
、
小
規
模
な
交
通
・
運
輸
の
拠
点
と

し
て
の
点
地
と
、
そ
の
後
背
機
能
を
担
う
大
規
模

な
点
地
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
の
荘
・
荘
所
設
定
を
中

心
に
、
畿
内
に
お
け
る
荘
・
荘
所
が
東
市
荘
な
ど

を
核
に
機
能
的
に
連
結
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ

ら
れ
た
第
二
部
第
一
章
「
天
平
勝
宝
八
年
六
月
勅

施
大
庄
・
所
群
の
性
格
と
機
能
」
、
「
現
地
の
景
観
」

の
中
で
の
因
幡
国
高
庭
荘
の
復
元
か
ら
、
そ
の
占

点
地
が
水
上
交
通
・
陸
上
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、

そ
れ
は
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
か
ら
畿
内
の
荘
所
に
連

接
す
る
こ
と
を
論
じ
ら
れ
た
第
二
部
第
二
章
「
水

上
交
通
路
沿
い
の
東
大
寺
庄
園
」
は
、
第
一
二
部
と

と
も
に
、
東
大
寺
を
中
心
と
し
た
西
日
本
に
お
け

る
交
通
・
物
流
体
系
の
構
築
へ
の
志
向
性
の
存
在

を
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
体
系
の
中
で
、

赤
穂
大
津
で
の
塩
生
産
と
そ
の
搬
出
の
様
相
を
論

じ
ら
れ
た
の
が
第
三
章
「
山
野
河
海
の
世
界
に
お

け
る
東
大
寺
庄
園
と
村
里
刀
禰
」
　
で
あ
る
。
東
大

寺
に
よ
る
在
地
刀
禰
と
の
協
調
的
経
営
が
、
八
世

紀
後
半
以
後
に
問
題
化
す
る
王
臣
家
・
寺
社
の
山

野
河
海
占
定
の
一
例
と
も
い
え
る
大
伴
氏
の
塩
山

設
定
を
排
除
し
え
た
こ
と
や
、
政
府
の
「
民
要
地
」

論
理
の
形
成
が
論
じ
ら
れ
、
第
四
部
の
内
容
的
伏

線
と
な
っ
て
い
る
。

介緒と一
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第
三
部
は
、
そ
の
対
象
が
著
者
の
日
常
生
活
の

場
で
あ
る
だ
け
に
、
一
層
地
域
の
景
観
に
そ
く
し

な
が
ら
、
文
献
に
み
え
る
歴
史
事
象
が
復
元
的
に

追
究
さ
れ
て
い
る
。
第
一
章
「
大
河
川
下
流
域
に

お
け
る
開
発
と
交
易
の
進
展
」
　
で
は
、
新
島
荘
は

絵
図
に
み
え
る
枚
方
地
区
と
荘
券
に
記
さ
れ
る
本

庄
地
区
と
い
う
耕
地
開
墾
を
目
的
と
し
た
地
区

と
、
交
通
・
運
輸
の
拠
点
た
る
べ
く
水
上
・
陸
上

交
通
の
要
衝
に
占
地
さ
れ
た
大
豆
処
地
区
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
吉
野
川
河
口
低
湿
部
に
あ

る
三
地
区
の
抜
本
的
改
修
を
行
う
必
要
か
ら
、
河

内
・
摂
津
な
ど
の
先
進
的
な
堤
防
・
治
水
技
術
の

導
入
が
志
向
さ
れ
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
水
上
交
通
路
と
し
て
の
南
海
道
支
道
と

東
大
寺
庄
園
」
　
で
は
、
阿
波
国
北
部
を
対
象
と
し

た
大
豆
処
に
対
し
、
阿
波
国
南
部
で
同
様
の
機
能

を
期
待
し
て
新
島
荘
勝
浦
郡
地
が
占
地
さ
れ
た
こ

と
が
論
じ
ら
れ
る
。
勝
浦
郡
地
は
、
平
城
宮
跡
出

土
木
簡
に
み
え
る
「
武
芸
駅
」
「
薩
麻
駅
」
や
「
阿

波
国
風
土
記
逸
文
」
　
に
み
え
る
牟
夜
戸
・
中
湖
・

奥
湖
の
三
津
か
ら
構
成
さ
れ
る
水
上
交
通
路
と
し

て
の
南
海
遺
支
道
の
う
ち
、
中
湖
に
設
置
さ
れ
た

荘
地
と
さ
れ
る
。

し
か
し
、
新
島
荘
は
、
ほ
ど
な
く
東
大
寺
二
壮

長
の
掌
握
を
は
な
れ
荘
域
の
耕
地
の
あ
り
方
も
大

き
く
変
化
し
た
。
こ
れ
を
う
け
た
承
和
年
間
に
お

け
る
枚
方
地
区
の
荘
地
回
復
運
動
を
論
じ
ら
れ
た

の
が
第
三
章
「
九
世
紀
に
お
け
る
低
湿
地
開
発
の

進
展
と
庄
園
返
還
運
動
」
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、

在
地
に
お
け
る
堤
防
築
造
技
術
の
着
実
な
向
上
が

背
景
に
あ
り
、
八
世
紀
後
半
以
降
全
国
的
に
顕
在

化
す
る
「
人
間
の
山
野
河
海
に
お
け
る
生
業
活
動

の
活
発
化
」
　
の
実
態
的
表
現
で
あ
っ
た
た
め
、
東

大
寺
の
返
還
交
渉
は
難
航
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
動
向
へ
の
対
応
が
、
東
大
寺
な
ど
寺
社
・
王

臣
家
の
九
世
紀
以
降
の
課
題
の
一
つ
と
な
り
、
第

四
部
で
論
じ
ら
れ
る
大
土
地
占
点
地
問
題
の
導
入

と
さ
れ
て
い
る
。

著
者
の
研
究
上
の
柱
は
、
初
期
荘
園
論
に
と
ど

ま
ら
ず
、
そ
の
衰
退
の
中
で
、
中
世
荘
園
が
ど
の

よ
う
に
登
場
し
て
く
る
の
か
を
視
野
に
入
れ
ら
れ

て
い
る
点
に
あ
る
。
第
四
部
は
、
中
世
荘
園
の
一

類
型
が
形
成
さ
れ
て
く
る
時
代
的
背
景
を
論
じ
ら

れ
た
第
一
章
「
延
喜
庄
園
整
理
令
と
庄
園
」
、
そ

の
具
体
的
な
展
開
を
考
察
さ
れ
た
第
二
章
「
板
蝿

柚
の
形
成
と
展
開
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第

一
章
で
は
、
延
喜
荘
園
整
理
令
を
、
「
生
産
活
動

の
活
発
化
」
に
対
応
し
た
寺
社
・
王
臣
家
の
大
規

模
占
定
な
ら
び
に
そ
の
「
所
領
」
化
に
対
す
る
法

的
規
制
の
総
括
と
と
ら
え
、
こ
れ
に
対
す
る
寺
社

な
ど
の
占
点
地
の
「
官
省
符
庄
」
化
や
荘
城
内
新

規
開
発
田
の
荘
田
化
な
ど
の
諸
要
求
が
十
世
紀
以

降
活
発
化
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

第
二
章
で
は
、
名
張
盆
地
周
辺
の
習
俗
の
相
違

な
ど
か
ら
、
平
野
・
山
・
中
間
地
帯
の
三
つ
の
世

界
の
形
成
と
こ
れ
を
領
導
す
る
在
地
刀
禰
集
団
の

存
在
を
指
摘
さ
れ
、
彼
ら
が
寺
社
な
ど
の
動
向
を

規
制
し
て
い
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
東
大
寺
は
、

併
合
し
た
焼
原
柚
を
含
め
て
の
「
官
省
符
庄
」
化

を
追
求
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
地
域
農
民
層
の
動

向
を
具
体
的
に
考
察
さ
れ
た
の
が
、
余
論
「
篠
山

盆
地
に
お
け
る
大
山
庄
」
　
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
盆

地
内
の
有
力
農
民
が
、
地
域
の
交
易
・
物
流
の
拠

点
で
あ
る
大
山
∴
呂
田
・
篠
山
三
河
川
合
流
地
区

(
余
部
郷
)
に
お
い
て
交
通
・
運
輸
・
交
易
活
動
を

営
み
つ
つ
郷
刀
頑
と
し
て
東
寺
と
結
合
す
る
一

方
、
本
貫
の
平
野
部
で
は
国
街
掌
握
下
の
　
「
堪
百

姓
」
と
し
て
営
田
活
動
を
行
い
、
時
に
は
国
街
と

抗
争
し
、
あ
る
い
は
自
ら
の
私
宅
を
荘
家
と
し
て

周
辺
の
農
民
を
組
織
し
な
が
ら
東
寺
と
請
負
開

発
・
経
営
の
関
係
を
結
び
、
荘
城
内
開
発
の
実
働

的
存
在
と
な
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。

以
上
が
筆
者
な
り
に
と
ら
え
た
、
本
書
の
展
開

で
あ
る
。
誤
読
・
曲
解
が
な
い
こ
と
を
祈
る
が
、

も
は
や
与
え
ら
れ
た
紙
数
も
超
過
し
て
し
ま
っ
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た
。
各
章
に
お
け
る
疑
問
や
質
問
は
さ
て
お
い
て
、

最
後
に
全
体
に
か
か
わ
る
二
、
三
の
感
想
か
ら
、

我
々
後
学
に
与
え
ら
れ
た
課
題
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。二

〇
世
紀
中
葉
に
形
成
さ
れ
た
初
期
荘
園
の
概

念
は
、
著
者
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、

数
々
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け

大
土
地
経
営
と
い
う
見
方
に
対
し
て
、
交
通
・
物

流
の
拠
点
的
機
能
に
着
目
す
る
視
点
の
登
場
は
有

意
義
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
視
点
か
ら
み
た
場
合
、

第
一
部
に
お
い
て
は
北
陸
の
荘
が
も
つ
交
通
・
物

流
の
機
能
に
つ
い
て
の
言
及
が
希
薄
な
こ
と
が
気

に
な
っ
た
。
す
で
に
三
国
湊
や
桑
原
駅
、
荘
物
資

の
移
動
な
ど
に
関
す
る
先
学
の
指
摘
も
あ
り
、
地

域
の
視
座
に
た
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
を
感

じ
た
。
ま
た
、
「
荘
園
」
の
衰
退
を
論
じ
ら
れ
た
第

三
部
第
三
章
で
は
、
耕
地
の
掌
抱
と
い
う
観
点
か

ら
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
交
通
・
物

流
的
機
能
が
と
も
に
衰
退
す
る
の
か
否
か
。
さ
ら

に
「
生
産
活
動
の
活
発
化
」
に
対
応
し
た
大
規
模

占
点
地
の
進
展
の
中
で
、
八
世
紀
の
荘
・
荘
所
は

従
来
の
機
能
を
維
持
し
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
読
後

に
わ
い
て
く
る
課
題
は
、
数
多
い
。

「
荘
園
」
概
念
の
見
直
し
と
い
う
点
で
は
、
「
庄

城
」
「
庄
境
」
な
ど
の
記
載
の
際
、
そ
の
内
部
は
未

開
墾
地
な
の
か
既
墾
地
な
の
か
、
あ
る
い
は
寺
田

の
み
な
の
か
治
田
さ
ら
に
は
口
分
田
な
ど
も
含
む

の
か
な
ど
、
そ
の
度
に
確
認
す
る
煩
雑
さ
が
気
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
煩
雑
な
確
認
を
必
要
と
す

る
概
念
が
、
古
代
の
荘
・
荘
所
の
分
析
に
は
た
し

て
有
効
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
著
者
も
新
島
荘
が
四

地
区
か
ら
な
り
、
桑
原
荘
が
複
数
の
経
営
体
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
史
料
に
み
え
る
「
庄
所
田
」
「
庄
地
」
な
ど
の

表
記
を
、
「
庄
」
に
課
せ
ら
れ
た
機
能
(
も
ち
ろ
ん

農
業
生
産
物
の
獲
得
と
い
う
機
能
が
あ
っ
て
も
問

題
な
い
)
を
具
現
・
維
持
せ
し
め
る
た
め
に
、
「
庄
」

が
管
理
す
る
経
済
的
単
位
　
(
面
的
広
が
り
に
固
執

せ
ず
)
　
と
し
て
、
新
た
に
概
念
化
し
て
い
く
必
要

性
を
痛
感
し
て
い
る
。

最
後
に
確
認
し
た
い
こ
と
は
、
地
域
の
視
座
の

有
効
性
で
あ
る
。
著
者
の
「
文
献
史
料
に
み
え
る

事
実
を
地
域
の
景
観
の
中
で
復
元
す
る
」
観
点
か

ら
の
分
析
や
、
新
島
荘
ヤ
板
蝿
柚
に
関
す
る
地
域

の
研
究
者
の
成
果
に
も
と
づ
い
た
史
料
の
読
み
直

し
が
、
従
来
の
研
究
方
法
や
発
想
に
大
き
な
転
換

を
も
た
ら
し
、
さ
ら
な
る
前
進
の
起
点
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
地
域
社
会
の

中
で
、
地
域
の
情
報
総
体
を
駆
使
し
て
考
察
さ
れ

た
研
究
成
果
が
、
正
当
に
検
証
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、

個
々
の
研
究
者
も
ま
た
そ
の
よ
う
な
視
座
を
持
ち

続
け
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
な
が
ら
、
潤

筆
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

(
に
し
べ
っ
ぷ
・
も
と
か
　
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
助
教
授
)

(
A
5
判
、
六
一
七
ペ
ー
ジ
、
一
二
〇
〇
〇
円
、
渓
水

社
、
二
〇
〇
一
・
二
刊
)

東
島
　
誠
著

『
公
共
圏
の
歴
史
的
創
造

江
湖
の
思
想
へ
』

新
　
田
一

け
い

自
只

野
心
的
な
書
物
で
あ
る
。

視
角
の
設
定
を
意
図
し
た
序
章
「
歴
史
的
創
造

と
い
う
視
角
」
　
に
続
い
て
、
都
合
七
つ
の
章
と
二

つ
の
付
論
か
ら
な
る
本
論
は
大
き
く
三
部
に
分
か

た
れ
る
。
第
一
部
「
勧
進
と
社
会
的
交
通
-
結
社

の
可
能
態
」
　
(
第
-
章
「
公
共
負
担
構
造
の
転
換

-
解
体
と
再
組
織
化
」
、
第
Ⅱ
章
「
租
税
公
共
観

の
前
提
-
勧
進
の
脱
呪
術
化
」
、
付
論
1
「
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
権
力
-
近
世
都
市
災
害
史
断
章
」
)
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